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その他の選抜［特別入試(外国人学生Aグループ•Bグループ )］
出願期間

（郵送・消印有効） 試験日 合格発表日 入学手続期間
（郵送・消印有効） 分割手続期間

    ［web登録］   10/1（日）10時～10/7（土）
     ［郵送受付］   10/1（日）～10/7（土） 消印有効 11/25（土） 12/1（金）

9時 12/1（金）～12/15（金） 1/15（月）～1/19（金）

学科 出願資格

英 語 上記資格に加え、入学以前に英語を主たる外国語とし、6年程度学習していること。

交 流 文 化 上記資格に加え、入学以前に英語を主たる外国語とし、6年程度学習していること。

■出願資格基準別表A：特別入試（外国人学生Aグループ）

■趣旨
(1-1) 特別入試（外国人学生Aグループ）

「特別入試（外国人学生 A グループ）」 とは、外国の制度の下で運営される教育機関で学習した外国籍の者で、本学での卒業資格を得ることを目的に、本学へ入学しよう
とする者のための入学試験制度です。
(1-2) 特別入試（外国人学生Bグループ）

「特別入試（外国人学生Bグループ）」 とは、日本の教育制度の下で運営される教育機関で学習した外国にルーツを持つ者で、本学へ入学しようとする者のための入学試験
制度です。
※入学後の履修において、原則第 2外国語が日本語となります。母語よりも日本語が得意な場合は受験対象となりません。
(2) 学部志望にあたって
本学の外国語その他の教育は、原則として日本における教育機関で学んだ学生向けに日本語で行われます。したがって、日本語能力が十分でない者が、本学のカリキュ
ラムにおいて母語でない言語 ( 日本語 ) を通して初歩から新たな外国語 ( 英語・ドイツ語・フランス語 ) を学習することは、はなはだ困難であると思われます。 そのた
めに外国語学部および国際教養学部、経済学部国際環境経済学科に入学する学生には学科ごとに受験条件が設定されています。
(3) その他の入学試験・一般入学試験との関係
外国籍の者であっても、長期にわたり日本の教育制度に基づく教育機関に在籍し卒業した者や、海外の日本関係の教育機関を卒業した者は、入学後に「外国人学生のた
めの特別科目」を履修する必要がないので、この特別入学試験ではなく、その他の入学試験や一般入学試験を受験することになります。

【特別入試（外国人学生Aグループ）】　
全学部実施

■出願資格
以下の (1）～ (2) の条件をすべて満たし、学科別の出願資格 ( 英語学科・交流文化学科のみ ) および出願資格基準別表 A の各学科が指定するいずれかの基準を満たして
いること。
(1)次の①～⑥のいずれかに該当する者
①外国籍を有し、外国において、学校教育における 12 年の課程を修了し、その国において大学入学資格を有する者、またはこれに準ずる者（12 年未満の課程の場合は、

さらに、文部科学大臣により指定された準備教育課程又は研修施設の課程を修了する必要がある。）
※ここにいう「学校教育」とは、「外国の正規の学校教育」という意味です。正規の学校教育であるか、何年目の課程であるかは、それぞれの国の大使館等にお問い合

わせください。
　（注）国により教育制度が異なるため、出願が認められない場合があります。
②外国籍を有し、外国において学校制度 11年の学校教育を修了し、大学もしくは短期大学を卒業した者
③外国籍を有し、外国における、12 年の課程修了相当の学力認定試験に合格した 18 歳以上の者（12 年未満の課程の場合は、さらに、文部科学大臣により指定された準

備教育課程又は研修施設の課程を修了する必要がある。）
※合格した学力認定試験が 12年の課程修了相当の学力認定試験であるかどうかはそれぞれの国の大使館等にお問い合わせください。

④外国籍を有し、外国において、指定された 11年以上の課程を修了したとされるものであること等の要件を満たす高等学校に対応する学校の課程を修了した者
⑤外国籍を有し、外国の大学入学資格である国際バカロレア、アビトゥア、バカロレア、GCEAレベルを保有する者
⑥外国籍を有し、本学において個別の入学資格審査により認めた 18歳以上の者
(2) 独立行政法人「日本学生支援機構」が実施した「日本留学試験」（2022 年 11 月または 2023 年 6 月実施分）を受験し、日本語 ( 記述を除く 400 点満点 )

で 250 点以上獲得していること。または、日本語能力試験 N2 レベル以上 (2021 年 10 月以降に受験したものに限る ) を取得していること。 海外
において実施された「日本留学試験」を受験した場合は、事前に入試課まで問い合わせること。

■学科別の出願資格

学科

英語

実用英語
技能検定
（注1）

TOEFL iBT®

（注2）
TOEIC L&R + 
TOEIC S&W

（注3）
IELTS™
（注4）

ケンブリッジ
英語検定
English

スケール・スコア

ド イ ツ 語 CSE1980 42 点 790 点 4.0 140

英 語 CSE2150 58 点 950 点 4.5 150

フ ラ ン ス 語 CSE1980 42 点 790 点 4.0 140

交 流 文 化 CSE2150 58 点 950 点 4.5 150

言 語 文 化 CSE2000 47 点 800 点 4.0 136

経 済
経 営 ─ ─ ─ ─ ─

国 際 環 境 経 済 CSE2000 57 点 790 点 4.5 147

法 律
国 際 関 係 法
総 合 政 策

─ ─ ─ ─ ─

（ ）

出願資格基準別表Aは次ページに続く
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学科

ドイツ語 フランス語

 ドイツ語
技能検定試験

Goethe-
Zertifikat TestDaF

ÖSD
（オーストリア政府公認
ドイツ語能力検定試験）

実用フランス語
技能検定試験

DELF（フランス国民
教育省フランス語資

格試験）

TCF
（フランス語
学力テスト）

ド イ ツ 語 3 級 B1 TDN3以上
合格 B1 ─ ─ ─

フ ラ ン ス 語 ─ ─ ─ ─ 準2級 A2 300点

日本留学試験以外の資格の取得日は、出願締切日から遡って2年以内のものを有効とします。
注1 実用英語技能検定は、従来型、S-CBT、S-Interviewを出願資格の対象とします。
注2 TOEFL iBT®のスコアは、Test Date スコア又はMyBest®スコアを出願資格の対象とします。TOEFL ITP®テストは出願資格の対象外です。
注3 正式名称TOEIC® Listening & Reading Testと、TOEIC® Speaking & Writing Testsの合計点。国内で実施された公開テストの公式スコアのみ有効(IPテストは

出願資格の対象外)です。
注4 Academic Moduleのみ有効です。

学部 学科

英語

実用英語
技能検定
（注1）

TEAP
(R+L,W,S)

（注2）

TEAP
CBT

（注2）
TOEFL iBT®

（注3）

GTEC 4技能版
（Advanced又は

CBTに限る）
（注4）

TOEIC
L&R + 
TOEIC 
S&W

（注5）

IELTS™
（注6）

ケンブリッジ
英語検定
English

スケール・スコア

獨協大学
全国高校生英語
プレゼンテーション

コンテスト

外
国
語

ド イ ツ 語 CSE1980 220 点 325 点 42 点 930 点 790 点 4.0 140 ─

英 語 CSE2250 300 点 525 点 70 点 1040 点 1040 点 5.0 159 本選出場

フ ラ ン ス 語 CSE1980 220 点 325 点 42 点 930 点 790 点 4.0 140 ─

交 流 文 化 CSE2250 300 点 525 点 70 点 1040 点 1040 点 5.0 159 本選出場

国
際
教
養

言 語 文 化 CSE2200 280 点 550 点 64 点 1080 点 1030 点 4.5 151 本選出場

学部 学科

スペイン語 中国語 韓国語

 スペイン語
技能検定試験

DELE
（スペイン語

認定証）
中国語検定試験 HSK

（漢語水平考試）
ハングル

能力検定試験
韓国語

能力試験

国
際
教
養

言 語 文 化 4 級 A2 2 級
5級以上で

300点満点の6割
（180点）以上取得

3級 3級

■出願資格基準別表B：特別入試（外国人学生Bグループ）

【特別入試（外国人学生Bグループ）】　
外国語学部・国際教養学部のみ実施

■出願資格
以下の (1) ～ (3) のすべての条件を満たし、出願資格基準別表Bの各学科が指定するいずれかの基準を満たしていること。
(1)外国籍を有する者、又は日本国籍を取得して6年以内の者
(2)日本の教育機関での在籍期間が9年以内の者で、次の①～⑤のいずれかに該当する者
①日本の高等学校又は中等教育学校を卒業もしくは卒業見込の者
②日本の特別支援学校の高等部又は高等専門学校の 3年次を修了もしくは修了見込の者
③我が国において、外国の高等学校相当として文部科学大臣により指定した外国人学校を修了した者
　（12年未満の課程の場合は、さらに、文部科学大臣により指定された準備教育課程又は研修施設の課程を修了する必要がある。）
④高等学校卒業程度認定試験（旧大検）に合格した者 （なお、18歳に達していないときは、18歳に達した日の翌日から認定試験合格者となる。）
⑤本学において個別の入学資格審査により認めた 18歳以上の者
(3) 独立行政法人「日本学生支援機構」が実施した「日本留学試験」（2022 年 11 月または 2023 年 6 月実施分）を受験し、日本語 ( 記述を除く 400 点満点 )

で 250 点以上獲得していること。または、日本語能力試験 N2 レベル以上 (2021 年 10 月以降に受験したものに限る ) を取得していること。 海外
において実施された「日本留学試験」を受験した場合は、事前に入試課まで問い合わせること。

日本留学試験以外の資格の取得日は、出願締切日から遡って2年以内のものを有効とします。
但し、獨協大学全国高校生英語プレゼンテーションコンテスト（2023年度は開催なし）は、3年以内とします。
注1　実用英語技能検定は、従来型、 S-CBT、S-Interviewを出願資格の対象とします。
注2　TEAP(R+L,W,S)、TEAP CBTは、同一試験日のスコアの合計点に限ります。
注3　TOEFL iBT®のスコアは、Test Date スコア又はMyBest®スコアを出願資格の対象とします。TOEFL ITP®テストは出願資格の対象外です。
注4　2022年度・2023年度実施の「OFFICIAL SCORE」の成績のみを有効とします。
注5　正式名称TOEIC® Listening & Reading Testと、TOEIC® Speaking & Writing Testsの合計点。
  日本国内で実施された公開テストの公式スコアのみ有効(IPテストは出願資格の対象外)です。
注6　Academic Moduleのみ有効です。

（ ）
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■募集人員・選考方法

学部 学科 試験区分 募集
人員

選考方法（配点・時間含む）

本学独自に実施する個別試験

外国語

ド イ ツ 語 A・B
グループ 若干名

小論文(※1) 面接

100点／60分 60点

英 語 A・B
グループ 若干名

小論文(※1) 面接（英語と日本語による面接）

100点／60分 60点

フ ラ ン ス 語 A・B
グループ 若干名

小論文(※1) 面接

100点／60分 60点

交 流 文 化 A・B
グループ 若干名

小論文(※1) 面接（英語と日本語による面接）

100点／60分 60点

国際教養 言 語 文 化 A・B
グループ 若干名

小論文(※1) 面接（日本語と英語による面接）

100点／60分 60点

経済
経 済
経 営
国 際 環 境 経 済

Aグループ
若干名
若干名
若干名

小論文(※1) 面接

100点／60分 60点

法
法 律
国 際 関 係 法
総 合 政 策

Aグループ
若干名
若干名
若干名

小論文(※1) 面接

100点／60分 段階評価

※1　個別試験「小論文」の使用言語は、下記のとおりとする。

Aグループ
学部 学科 使用言語

外国語

ドイツ語 日本語による出題(課題）に対して、日本語で記述。

英語 英語による出題（課題）に対して、日本語で記述。

フランス語 日本語による出題(課題)に対して、日本語で記述。

交流文化 英語による出題(課題）に対して、日本語で記述。

国際教養 言語文化 日本語による出題（課題)に対して、日本語で記述。

経済
経済
経営

国際環境経済
日本語による出題（課題)に対して、日本語で記述。

法
法律

国際関係法
総合政策

日本語による出題（課題)に対して、日本語で記述。

Bグループ
学部 学科 使用言語

外国語

ドイツ語 日本語による出題(課題）に対して、日本語で記述。

英語 英語による出題（課題）に対して、英語又は日本語で記述。

フランス語 日本語による出題(課題)に対して、英語・フランス語・日本語のいずれかで記述。

交流文化 英語による出題（課題）に対して、英語又は日本語で記述。

国際教養 言語文化 日本語による出題(課題)に対して、英語・スペイン語・中国語・韓国語・日本語のいずれかで記述。

■小論 文の使用言語


